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令
和
６
年
春
の
北
陸
新
幹
線
敦

賀
開
業
に
向
け
て
工
事
が
急
ピ
ッ

チ
で
進
む
敦
賀
市
。 

 

敦
賀
駅
舎
は
全
国
的
に
珍
し
い

３
層
構
造
の
「
上
下
乗
り
換
え
」

方
式
を
採
用
。
乗
り
換
え
の
利
便

性
を
高
め
る
た
め
、
３
階
に
新
幹

線
ホ
ー
ム
、
２
階
に
乗
り
換
え
コ

ン
コ
ー
ス
、
１
階
に
在
来
線
特
急

ホ
ー
ム
を
設
け
る
。 

 

こ
の
た
め
、
駅
舎
の
高
さ
は
マ

ン
シ
ョ
ン
の
12
階
建
て
に
相
当
す

る
約
35
㍍
。
自
然
豊
か
な
敦
賀
港

の
波
の
煌
め
き
を
外
観
に
表
現
し
、

中
央
の
屋
根
は
ゆ
り
か
も
め
が
飛

翔
す
る
姿
を
イ
メ
ー
ジ
。
ま
さ
に
、

駅
舎
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
に
あ

る
「
空
に
浮
か
ぶ
」
敦
賀
駅
と
な

る
。
北
陸
新
幹
線
の
駅
舎
で
最
も

規
模
が
大
き
く
、
敦
賀
市
の
新
た

な
シ
ン
ボ
ル
の
誕
生
だ
。 

金
沢―
敦
賀
間
が
開
業
す
る
と
、

東
京
を
は
じ
め
、
大
宮
、
高
崎
な

ど
の
関
東
地
方
や
長
野
、
新
潟
な

ど
信
越
地
方
か
ら
、
乗
り
換
え
な

し
で
敦
賀
市
に
来
訪
で
き
る
よ
う

に
な
る
。
特
に
、
北
陸
お
よ
び
信

越
の
主
要
駅
か
ら
敦
賀
駅
ま
で
の

所
要
時
間
が
大
幅
に
短
縮
さ
れ
る

た
め
、
ビ
ジ
ネ
ス
で
の
出
張
や
日

帰
り
小
旅
行
等
で
来
訪
し
や
す
く

な
る
。
加
え
て
、
当
面
の
終
着
駅
・

始
発
駅
と
な
る
敦
賀
駅
は
、
首
都

圏
か
ら
京
阪
神
・
北
近
畿
へ
、
ま

た
京
阪
神
方
面
か
ら
信
越
・
北
関

東
へ
向
か
う
人
々
が
、
福
井
方
面

や
小
浜
方
面
へ
乗
り
換
え
を
行
う

「
交
通
の
要
衝
」
と
し
て
の
機
能

を
持
つ
こ
と
に
な
る
。 

さ
ら
に
、
敦
賀
以
西
の
ル
ー
ト

が
、
小
浜
・
京
都
・
京
田
辺
を
経

由
し
新
大
阪
に
向
か
う
若
狭
ル
ー

ト
（
小
浜
・
京
都
ル
ー
ト
）
に
決

定
。
小
浜
市
付
近
に
設
置
さ
れ
る

新
駅
と
京
都
駅
の
間
は
19
分
で
結

ば
れ
、
関
西
方
面
か
ら
の
所
要
時

間
が
さ
ら
に
短
縮
さ
れ
る
だ
け
で

な
く
、
新
幹
線
を
通
し
て
北
海
道

や
九
州
地
方
と
も
つ
な
が
る
。 

ま
た
、
敦
賀
駅
東
側
の
駅
前
広 

北陸新幹線金沢―敦賀間が開業すると、終着駅・始発駅となる敦賀駅は、

交通の要衝として大きな役割を担う。さらに、敦賀港の将来像を本県をけ

ん引する拠点の一つと位置付け整備していくという。古くから陸上交通と

海上交易の要衝として栄えてきた敦賀市は、益々飛躍するまちとなる。  

 

 新
た
な
シ
ン
ボ
ル
誕
生 

利
点
を
生
か
し
た 

ま
ち
づ
く
り 

 

北
陸
新
幹
線
敦
賀
駅
舎 

イ
メ
ー
ジ
図 
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